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い
な
い
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ

ン
シ
ャ
ル
は
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
ｓ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

と
も
親
和
性
が
高
く
、
ま
た
、
世
界
の
ど
の
国
で
も
通

用
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン

シ
ャ
ル
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
世
界
水
準
の
学
位
取
得

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
や
グ
ー
グ
ル
な
ど
の
Ｉ
Ｔ

企
業
は
採
用
に
あ
た
っ
て
、学
位
の
有
無
を
不
問
と
し
、

独
自
に
設
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
学
修
コ
ー
ス
を
修
了
し

た
学
生
（
あ
る
い
は
社
会
人
）
を
優
先
的
に
選
別
す
る

よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

 

学
修
創
成
マ
イ
ナ
ー 

　

一
方
、
本
事
業
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
り
、
事
業
委

員
会
で
話
題
に
な
っ
た
の
が
、
学
生
が
個
別
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の

学
修
創
成
マ
イ
ナ
ー
で
す
。
つ
ま
り
、
学
生
自
身
が
履

修
を
設
計
で
き
る
と
い
う
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の

で
す
。

　

多
様
な
授
業
科
目
か
ら
自
分
で
履
修
科
目
を
選
び
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
学
び
の
組
み
合
わ
せ
を
作
る
「
セ
ル
フ

メ
イ
ド
型
」
で
あ
り
修
了
に
は
14
単
位
以
上
が
必
要
と

な
り
ま
す

　

学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、
課
題
設
定
・
計
画
立

案
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
必
修
科
目
「
分
野
横
断
デ
ザ
イ

ン
」
に
お
い
て
自
分
の
興
味
・
問
題
意
識
か
ら
テ
ー
マ

を
設
定
し
ま
す
。
つ
ぎ
に
、
科
目
履
修
に
つ
い
て
は
、

設
定
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
学
生
が
授
業
を
自
由
に

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
後
に
、「
分
野
横
断
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
学
び
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
整

理
・
総
括
を
し
ま
す
。
学
修
創
成
マ
イ
ナ
ー
は
、
単
な

る
副
専
攻
で
は
な
く
、「
自
分
で
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
専
門
（
メ
ジ
ャ
ー
）
に
加

え
て
、
自
分
の
問
題
意
識
に
基
づ
く
学
び
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
新
潟
大
学
が
掲
げ
る
「
分
野
横
断
型
人

材
」
の
育
成
を
体
現
す
る
制
度
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
制
度

　

と
は
言
え
、
数
多
く
あ
る
科
目
群
か
ら
新
入
生
が
履

修
科
目
を
選
ん
で
設
計
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
新
潟
大
学
で
は
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
ガ
イ
ド

な
ど
の
案
内
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
自
由
度
が
高

い
た
め
、
学
生
が
す
べ
て
自
分
で
設
計
す
る
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
ア
ド
バ
イ
ス
を
う
け
ず
に
、

自
力
で
設
計
す
る
学
生
も
い
ま
す
）。本
人
の
能
力
や
希

望
を
加
味
し
な
が
ら
、
学
際
的
な
学
修
を
成
立
さ
せ
る

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
は
、

教
員
と
職
員
が
連
携
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
重
要
な
の
は
、
学
生
の
〝
気
づ
き
〞
を
引
き
出
す
支

援
で
す
。
単
な
る
助
言
で
は
な
く
、
学
生
自
身
が
持
つ

「
資
源
（
経
験
・
関
心
）」
に
気
づ
か
せ
、
学
び
を
主
体

的
に
構
築
さ
せ
る
と
い
う
支
援
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

大
変
す
ぐ
れ
た
取
組
で
す
。
単
な
る
一
過
性
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
は
な
く
、
学
生
の
学
び
を
「
設
計
」
し
、
そ

の
実
行
を
「
伴
走
」
し
、
成
果
を
「
振
り
返
る
」
と
い

う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
る
仕
組
み
は
、
新
潟
大
学

に
お
け
る
分
野
横
断
型
教
育
で
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
支
柱
で
あ
り
、
魅
力
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
委
員
会
で
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
だ
け

手
厚
い
伴
走
支
援
を
す
る
と
な
る
と
、
担
当
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
教
員
へ
の
負
荷
が
過
剰
に
な
る
の
で
は
と
い

う
懸
念
で
し
た
。
実
際
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
は

手
ご
た
え
を
感
じ
る
一
方
で
、
履
修
者
が
大
き
く
増
え

た
場
合
に
は
対
応
が
厳
し
く
な
る
と
も
話
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

新
潟
大
学
で
は
全
学
生
の
３
分
の
１
が
マ
イ
ナ
ー
を

受
講
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
相

談
対
応
な
ど
に
は
Ａ
Ｉ
が
一
次
応
答
し
、
よ
り
専
門
性

が
必
要
と
さ
れ
る
相
談
や
、
学
生
の
学
修
に
対
す
る
伴

走
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

対
面
で
対
応
す
る
こ
と
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
大
に
は
必

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
ま
と
め
る
と
、
新
潟
大
学
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
制
を
基
盤
と
し
た

文
理
横
断
型
教
育
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
学
生
の
主
体
的

な
学
び
を
支
援
し
つ
つ
、
多
様
な
専
門
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
新
し
い
知
の
創
出
を
目
指
す
も
の
で
す
。
そ
の

本
質
は
、
従
来
の
「
専
門
の
深
化
」
に
加
え
て
「
知
の

統
合
」
を
実
現
す
る
教
育
モ
デ
ル
で
あ
り
、
日
本
の
大

学
教
育
改
革
の
一
つ
の
先
導
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

∧
注
∨ 

 

１　

マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
（m

icro-credential

：

Ｍ
Ｃ
）
は
「
小
さ
な
領
域
の
成
績
証
明
書
」
と
訳
さ
れ
ま

す
。
学
位
取
得
に
は
１
２
４
単
位
が
必
要
で
す
が
、
Ｍ
Ｃ

は
そ
れ
よ
り
も
小
さ
な
単
位
で
「
特
定
の
技
術
や
学
問
分

野
を
所
定
の
時
間
で
学
修
し
た
成
果
」
の
証
明
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
獲
得
し
た
能
力
の
明
記
や
国
際
通
用
性
の
確
保

を
通
し
て
、
質
保
証
の
と
も
な
っ
た
学
修
証
明
と
し
て
機

能
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

 

　

新
潟
大
学
は
、新
潟
市
に
本
部
を
置
く
国
立
大
学
で
、

一
九
四
九
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
人
文
社
会
科
学
、

教
育
、
医
歯
学
、
理
工
学
、
農
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を

有
し
、
学
生
数
が
１
万
２
０
０
０
人
を
超
え
、
教
職
員

数
３
３
０
０
人
を
擁
す
る
総
合
大
学
で
す
。
地
域
社
会

と
連
携
し
た
教
育
・
研
究
を
重
視
し
て
お
り
、
医
歯
学

分
野
や
脳
研
究
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
強
み
を

持
つ
と
定
評
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文
科
省
の
地
域
中

核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｋ
Ｓ
）
に
も
採
択
さ
れ
て
お
り
、
研
究
分
野
で
も
日

本
を
先
導
す
る
大
学
の
一
つ
で
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
は
五
十
嵐
地
区
と
旭
町
地
区
を
中
心
に

展
開
し
、
多
様
な
学
生
に
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い

ま
す
。地
方
創
生
や
国
際
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
改
革
に
も
積
極
的
で
あ
り
、
大
学
人
か
ら

は
高
い
評
価
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｐ
事
業
の
取
組
で
あ
る
「
全
学
分
野
横
断
創
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
そ
の
愛
称
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（N

iigata 
U
niversity Interdisciplinary C

reative 

Education Program

）」
で
す
が
、
ナ
イ
ス
で
す
か
ら

覚
え
や
す
く
親
し
み
の
あ
る
名
称
に
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
大
学
の
ウ
ィ
ッ
ト
を
感
じ
ま
す
。

 
メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
制 

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
大
の
特
徴
は
、「
メ
ジ
ャ
ー
・
マ

イ
ナ
ー
制
」
を
全
学
的
に
導
入
し
て
い
る
点
で
す
。
メ

ジ
ャ
ー
は
所
属
学
部
に
お
け
る
主
専
攻
で
あ
り
、
マ
イ

ナ
ー
は
そ
れ
と
は
異
な
る
分
野
を
体
系
的
に
学
ぶ
副
専

攻
の
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば

工
学（
メ
ジ
ャ
ー
）＋
社
会
科
学（
マ
イ
ナ
ー
）

農
学（
メ
ジ
ャ
ー
）＋
環
境
政
策（
マ
イ
ナ
ー
）

医
学（
メ
ジ
ャ
ー
）＋
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス（
マ
イ
ナ
ー
）

と
い
う
よ
う
な
組
合
せ
に
よ
り
、
他
分
野
を
体
系
的
に

学
修
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
複
眼
的
視
野
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。新
潟
大
学
は
10
学
部
を
擁
し
、

メ
ジ
ャ
ー
と
マ
イ
ナ
ー
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
約
１
６

０
０
通
り
を
超
え
る
学
修
パ
タ
ー
ン
が
可
能
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
従
来
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
制
度

は
あ
り
ま
し
た
。
新
潟
大
学
で
も
平
成
十
七
年
（
二
〇

〇
五
年
）
か
ら
副
専
攻
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
従
来
型
の
副
専
攻
で
は
、
24
単
位
以
上
が
修
了
要

件
で
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
12
単
位
ま
で
し
か
卒
業
単

位
と
し
て
は
認
め
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
マ
イ
ナ
ー 

　

今
回
の
事
業
で
は
、従
来
の
副
専
攻
に
加
え
て「
パ
ッ

ケ
ー
ジ
型
マ
イ
ナ
ー
」
と
「
学
修
創
成
型
マ
イ
ナ
ー
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
大
き
さ
は
、

12‒

14
単
位
で
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
指
定
さ
れ
た
科
目
群
か
ら
履
修
科
目
を
選
択
す
る
方

式
で
す
が
、
総
合
大
学
の
教
育
資
源
を
最
大
限
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
人
文
・
社
会
・
自
然
・
応
用
科
学
な
ど

幅
広
い
領
域
に
お
い
て
45
を
超
え
る
学
際
的
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
比

べ
て
、
短
期
間
に
履
修
可
能
で
あ
り
教
育
目
標
つ
ま
り

育
成
す
べ
き
能
力
も
明
確
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
ー
の
単
位
は
す
べ
て
卒
業
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

新
潟
大
学
で
は
マ
イ
ナ
ー
に
対
し
て
履
修
証
明
を
出

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
は
、
現
在
世
界
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
デ
ン
シ
ャ
ル
１
と
の

親
和
性
が
強
い
で
す
。
質
保
証
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
成
立
し
ま
す
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
証
明
で
あ
る

オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
を
付
与
す
れ
ば
、
国
際
通
用
性
の
あ

る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
も
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
等
教
育
の
質
保
証
に
お
い
て
は
、「
大
学
が
何
を
教

え
た
か
」
で
は
な
く
「
学
生
が
何
を
学
ん
だ
か
」
が
重

要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
学
位
で
は
、
大
き
す
ぎ

る
う
え
、
学
生
が
獲
得
し
た
能
力
の
証
明
に
は
な
っ
て

新
潟
大
学
の
挑
戦

マ
イ
ナ
ー
を
メ
ジ
ャ
ー
に

第
２
回

芝
浦
工
業
大
学　

元
学
長

知
識
集
約
型
社
会
を
支
え
る
人
材
育
成
事
業
委
員
会　

委
員
長　

村
上　

雅
人

連
載　

 
文
部
科
学
省「
知
識
集
約
型
社
会
を
支
え
る

人
材
育
成
事
業
」は
何
を
生
み
出
し
た
の
か


